
次年度のコストの方向性（→その理由）

改善内容(課題解決に向けた解決策）

具体的内容とスケジュール

事業の課題認識，改善の視点（次年度にどう取り組むか）

基本事業

施策

政策

画

計

合
総

種別

担当課

事業の基本情報

事務事業マネジメントシート

予算科目コード

事務事業名

根拠法令・条例等

市民協働

計画期間

なぜ，この事業を実施しているか？　何をどうするための事業か？

内容（何の業務活動をどのような手法で行うか）背景（なぜ始めたのか）

目的及び期待する効果（誰（何）をどうしたいのか）

（参考）基本事業の目指す姿

目的達成のための課題（問題点，現状分析，課題設定）

みんなで築くまち

協働によるまちづくりの推進

市民活動支援センター運営事業

市民活動支援センター運営事業

市民活動への参加意識の形成・向上と情報提供

平成14年12月，ボランティア等の市民公益活動が行いやすい環境整備
のため，情報発信や活動の場を提供する施設として浄化センター内に
開設。平成20年4月から市民交流プラザ内に移転し，機能の充実を図っ
た。平成28年4月には運営業務を委託し，市民活動団体に対しより効果
的な支援が可能となった。

□増加

□維持

□削減

平成14年度～

01-020702-02 単独
守谷市民活動支援センター事業実施要綱，守谷市民活動支援セ

ンター事業実施要領

既存市民活動団体の強化と新規団体を育成することが必要であり，市
民や市民活動団体に対し，情報や交流の場を提供することで市民のボ
ランティア意識の啓発と活動の支援を行う。これにより地域活動を活
発化させ，誰もが積極的にまちづくりに参画できる協働のまちづくり
の推進を図る。

委託事業

市民活動に関する研修会や講座等を開催し，活動の場の提供として会
議室や備品の貸出しを行う。また，市民活動の情報を収集し提供する
。市民活動団体の交流や連携を促し，団体からの相談に対応する。

平成28年度

市民活動に参加したいと思う市民が増えるようにする。
市民活動の情報提供窓口を周知し，活動を始めやすくする。

任意的事務

市民協働推進課



成果の動向（→その理由）

指標名

今年度の取組（評価、課題への対応）前年度の評価（課題）

事
業
費

評価（指標の推移、今後の方向性）

前年度の評価（課題）を受けて、どのように取り組んだか（今年度の振り返り）

今後の事業の方向性（→その理由）

コストの推移

項目

計

国・県支出金

地方債

その他

正職員人工数（時間数）

正職員人件費

トータルコスト

一般財源

       292.00

     4,100.00

       298.00        326.00        300.00        300.00

     4,270.00      4,031.00      5,015.00      4,100.00

       7,560        7,304        9,180        9,037        9,037

市民活動支援センター運営事業

           0

           0

           0            0            0        9,037        9,037

       7,560        7,304        8,975            0

           0

           0

           0            0            0

           0            0            0            0

       7,560        7,304        8,975        9,037        9,037

市における市民公益活動支援拠点施設であり，市内の市民公益団体に
運営業務を委託したことで実践的視点に立った円滑な市民公益活動促
進事業を展開する。

■向上

□横ばい

□低下

□拡大

□縮小

■維持

□改善・効率化

□統合

□廃止・終了

           0            0          205            0            0

       0.00        0.00       50.00        0.00        0.00

成果の向上を維持するため，運営委託を含め継続した事業を展開する。

H26年度決算 H27年度決算 H28年度決算 H29年度予算 H30年度見込

市民活動支援センターの運営を市民公益活動実践団体に委託したことで，団体の知識，人脈等の活用が
可能となり，市職員では成し得ない専門性や地域に密着した個性ある企画が開催されたことにより，団
体の活動件数，ボランティア講座の参加人数ともに成果が向上している。
今後も，センター業務を通じて公益活動に関する情報等が市全体で共有され，協働のまちづくりの人材
の育成に繋がることにより成果が向上する。

団体活動件数（回）

ボランティア講座の参加人数（人）

市民活動支援センターの運営業務を，高度な専門性や企画力，市民公
益活動に関する実践的な経験を持つ市民公益団体へ委託したため，市
民団体と行政等，様々な公益活動の担い手間を中立的な立場で支援す
る「中間支援組織」としての機能が発揮され，新しい運営形態が確立
された。市民活動支援センターの運営業務を，高度な専門性や企画力
，施設や備品の貸出，ホームページ管理など市民活動の総合的な拠点
として市民公益活動に関する啓発活動及び相談業務を行った。

基準値（H26） H27年度 H28年度 H29年度 目標値（H33）


